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Ｘ線μＣＴによる始原的コンドライト中の有機物ナノグロビュールの観
察

Observation on organic nanoglobules in carbonaceous chondrites using
microtomography
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始原的炭素質コンドライト、IDPs、81P/Wild2彗星塵中などには、有機物グロビュールと呼ばれ
る数百nmの直径の球状有機物が見出されており、多くの場合その内部には空隙が存在している
[1-3]。グロビュールの成因としては、分子雲や原始太陽系円盤外縁部などの極低温環境下で
の、有機物氷の光化学反応の可能性[4]や、有機物の天体中での水質変成[5]などが挙げられてい
る。もし、グロビュールがこれらの過程を経て生成したのであれば、グロビュール内部の空隙部
分には、主にH2Oと揮発性有機物で構成された氷あるいは流体で満たされていた可能性がある。
しかし、これまで行われてきたTEM観察などの破壊分析では、これらの流体が存在しても試料
作成時に失われてしまい、その存在は確認されていない。従って、グロビュール中を満たす流体
の存在の有無を確かめるためには、非破壊による隕石内部へのサブミクロンスケールの分析が必
要とされる。    
そこで本研究ではSPring8のBL47XUにおいて、X線CTを用いて炭素質コンドライト中の有機物
グロビュールの撮影を試みた。Tagish Lake、Bells、Ivuna、Orgueilの各隕石につき数十μmの
隕石破片サンプルをいくつか用意し撮影した。撮影条件として、X線のエネルギーは7keV及び8
keV、Projection数900、1800で行った。実効的な空間分解能は約200nmであり、各サンプルにつ
き約800スライスの画像から成る３次元構造が非破壊で得られた。
得られた３次元CT像において、グロビュールの可能性のある物体を多数確認したが、CT像に現
れるＸ線の屈折コントラストのために、それらが本当にグロビュールであるかどうかの判断はで
きなかった。撮影した一部の隕石はウルトラミクロトームにより、超薄切片に切り出し、TEM
観察を行った。TEM像でグロビュールであることが確認できたものについてCT像と比較したと
ころ、CT像でグロビュールの可能性があると考えられた物体のいくつかは実際にグロビュール
であることが分かった。また超薄切片で観察されたグロビュールの3次元構造を解析し、その形
状が真球ではなくオブレートに近い楕円体（アスペクト比：約0.8）であることを明らかにし
た。今回の実験では、X線の屈折により、CT像における線吸収係数からグロビュール内部が空隙
でなく流体で満たされているかどうかの判断をすることはできなかったため、今後X線の屈折効
果を考慮して、内部に流体が存在するかどうかの推定を行う予定である。本研究においてCT撮
影によりグロビュールの位置を3次元情報として知ることができたので、将来的にはグロビュー
ルの直前までサンプルを削り、SIMSなどの分析を行うことにより、流体が存在すればその組成
や同位体分析が可能となるものと考える。
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